
 

 

全道大会進出おめでとう！！ 

札幌大谷地  クラブフィールズU-12 

One Eighth SSS札幌サッカースクール 

AGGRE U-12 Ａ  

 

１月２０日（日）、新陵東小学校体育館において、

札幌地区代表を目指して熱戦が繰り広げられました。 

決勝戦は８分‐３分‐８分のプレーイングタイム

で行われ、各ブロック優勝の上記 5チームが札幌地

区代表として２月１６日（土）・１７日（日）釧路市

（湿原の風アリーナ釧路）で開催される全道大会に

進みました。 

 

立ち上がりからしっかりとボールを動かし、攻撃

の形を探るコンサドーレ札幌Ｂ。ピヴォの選手を活

かしながらゴールに迫る。 

一方、札幌大谷地は、わずかなシュートコースも見

逃さずに積極的にシュートをねらっていく。互いに

決定機を作りシュートするという展開が続くが、両

ゴールキーパーのファインセーブが続き、じっと我

慢の時間が流れる。 

前半３分過ぎあたりから、キーパーの前にロング

ボールを入れワンタッチでゴールをねらう大谷地だ

が、コンサＢのゴールキーパー1 番の好守が光る。

コンサＢは、大谷地の下がり目の守備のブロックを

崩そうとテンポを上げてボールを動かすが、こちら

も大谷地の堅い守備にはばまれる。 

 前半 7分、大谷地９番が7番からのクロスパスを

見事な右足のボレーでネットに突き刺し、大谷地が

先制した。コンサＢはすぐさまタイムアウトを取っ

て立て直しを図ったが、ゲーム再開直後の大谷地 7

番のシュートをゴールキーパーがこぼし 9番が詰め

て追加点を奪い、大谷地が 2 点リードで前半を終え

る。 

後半、立ち上がりから積極的にゴールをねらいに

行くコンサＢだが、大谷地も集中を切らさずゴール

前を固めてコンサＢの猛攻をしのぐ。そして、後半７

分、大谷地 10 番はカウンターからゴールキーパー

と１対１になり冷静にゴール。３点差となる。 

コンサＢはすぐさまコーナーキックから６番が合

わせて１点を返したが、残り時間はわずか。ついに終

了の笛が鳴り、札幌大谷地が全道大会へと駒を進め

た。 

 

 

 

 

 

 

 

１月２０日（日） Aブロック 

札幌大谷地 
北海道コンサドーレ札幌 

U-12 B 

３ 
２－0 

１－１ 
１ 

１月２０日（日） B ブロック 

クラブフィールズ 

U-12 
西野第二 

５ 
２－１ 

３－０ 
１ 
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西野第二のキックオフで試合開始。序盤はお互い絶

好のチャンスを掴むも、シュートは枠を捉えること

ができず、均衡した展開が続く。 

試合が動いたのは２分。西野第二が、カウンター

から3対1の数的有利から見事なパス回しでゴー

ルキーパーを揺さぶって最後に10番がガラ空きの

ゴールにシュートを決め、先制する。 

それでも焦ることなく落ち着いた試合運びを進め

るクラブフィールズは前半3分30秒、 27番が

左足で放った豪快なミドルシュートをゴール右に突

き刺し、すぐさま同点に追いつく。そのわずか20

秒後には、コーナーキックのチャンスから今度は

30番がゴール左隅に決め、逆転に成功。このま

ま、２対１で前半は終了する。 

後半２分、勢いのついたクラブフィールズは、

28番からパスを受けた27番がキーパーの動きを

よく見て重心が動いた瞬間を狙い、技ありのゴー

ル。3分30秒には、ゴールクリアランスを自陣ゴ

ール前で受けた28番が二人三人とドリブルで一気

に抜き去り4点目のゴール、個人技を見せた。 

後がない西野第二は、高い位置でプレスをかけ積

極的に攻めるが、クラブフィールズの固いディフェ

ンスに阻まれシュートまで結びつけることができ

ず、苦しい展開が続く。 

そして、6分40秒、クラブフィールズのキック

インがノーマークのゴールキーパーに渡り、ハーフ

ウェイラインから右足で放った強烈なロングシュー

トが相手DFの足に当たりコースが変わってゴール

イン。ダメ押しの5点目を決める。 

点差が開いても一矢報いようと西野第二は必死に

攻めるが、そのまま試合終了のホイッスル。5対1

でクラブフィールズが札幌代表の座を手に入れた。 

 

 

１月２０日（日） Cブロック 

北園・美香保  

ユナイテッド 
One Eight FC 

３ 
３－１ 

０－５ 
６ 

 

Ｃブロック決勝は、予定時刻どおりの１２時１５

分、北園・美香保のキックオフで開始された。 

One Eight は、ピヴォの４番を相手ゴール前に配

置して攻勢をかけたが、北園・美香保の６番がしっか

りとマークし、ボールを奪って前線の８番につなぎ

シュートをねらうといった展開で始まった。 

前半２分、北園・美香保５番は、相手ゴールキーパ

ーのオーバースローから得た間接フリーキックを低

い弾道でキック。ゴール前の８番が頭でそらせてゴ

ールイン。先制点を奪った。 

One Eight２番は、キックインからの短いパスか

らダイレクトシュートでゴールをたびたびねらうが、

得点にはつながらない。 

前半４分、北園・美香保５番がコーナーキックを受

けダイレクトシュートで決め、追加点を奪った。 

しかし、One Eight２番は４番のシュートがはじ

かれたボールを強烈なシュートで決め、1 点差につ

めよった。 

前半6分、北園・美香保 8番が巧みなドリブルか

らシュートを決めて、３対１で前半終了。 

後半は、One Eight のセットプレーからの猛攻が

続いた。1 分すぎには、2 番がコーナーキックから

のパスをダイレクトシュートで連続２得点。3 分に

は、フリーキックをつないでの得点。そして、キック

インをショートパスでもらってトゥキックで決め、

瞬く間に連続４点を奪った。 

北園・美香保は、サイドにつないでからの攻撃を再

三試みるが引き気味に守る One Eight にはばまれ、

追加得点することができず、One Eight が全道大会

へ進出することが決まった。 

 

 

 

 

 



１月２０日（日） Ｄブロック 

 幌北北九条  SSS札幌ｻｯｶｰｽｸｰﾙ 

０ 
０－２ 

０－６ 
８ 

 

前半、ＳＳＳ札幌のキックオフで試合開始。ＳＳＳ

は、開始早々、攻撃を仕掛けて立て続けにシュートを

打つも、幌北北九条のゴールキーパーがセーブする。 

後方でパスを回しながら相手守備を崩し攻撃を仕

掛けるＳＳＳに対し、幌北北九条はボールを奪えば

前線に素早くパスを送るという展開になる。開始 3

分、ＳＳＳ10番が左サイドでボールを受けるとＤＦ

の股抜きシュート、ゴールキーパーも反応が遅れ先

制点を奪う。その後もＳＳＳがボールを保持し何度

もシュートまでもって行く。幌北北九条はゴールキ

ーパーを中心に粘り強く守っていたが、7分13秒、

右サイドでボールを受けたＳＳＳ4 番のシュートが

決まり、2点目。前半は、このままＳＳＳ札幌リード

で終了。 

後半開始。幌北北九条は左サイドで 10 番が抜け

出しシュートするも、ＳＳＳゴールキーパーが好セ

ーブ。逆にＳＳＳは、後半 55 秒、味方のシュート

を相手ゴールキーパーがはじいたところを3 番がつ

めて、3点目を決める。 

後がない幌北北九条は、カウンターから反撃を狙

うも、ＳＳＳの守備への切り替えは早くなかなかシ

ュートをすることができなかった。攻撃の手を緩め

ないＳＳＳ札幌は、その後も得点を奪って8対0と

し、全道大会出場を決めた。 

 

 

 

 

 

１月２０日（日） Eブロック 

AGGRE U-12 Ａ  アプリーレ札幌 

３ 
３－１ 

０－０ 
１ 

スタートから、球際のあたりが強いハイプレッシ

ャーの中でゲームが進む展開になった。ショートパ

スとロングパスを織り交ぜ、ゴールに力強く迫る両

チーム。一瞬の油断も許さない緊迫の時間が続き、決

勝戦らしい好ゲームの立ち上がりであった。 

前半３分、コーナーキックからのパスをアプリー

レ９番がニアポストに飛び込んでネットを揺らし、

先制点を取る。しかし、４分、AGGRE3番のシュー

トのこぼれ球を AGGRE９番が素早く詰めて同点に

追いつく。この後はAGGRE のセットプレーが続く

も、ゴールキーパーを中心に体を張って守るアプリ

ーレ。そんな中で前半６分、AGGRE９番が個人技で

相手を揺さぶり見事にシュートを突き刺し、２対１

とする。前半終了間際、AGGRE９番がゴール前で反

転シュートし、追加点、２点差で、前半終了。 

後半は、立ち上がりから AGGRE の時間が続き、

アプリーレは我慢の展開。アプリーレは、流れを変え

るべく前線から厳しくプレシャーをかけるも、決定

機をなかなか作ることができず、時間の針のみが進

む。 

両チーム激しいプレーの連続の中でもファールが

少なく、好ゲームが続く。最後まで勝負をあきらめず

ゴールに迫ったアプリーレだったが、ゴールをこじ

開けられず、終了のホイッスル。 

全道大会最後の代表権は、AGGRE U-12 Aが勝

ち取る結果となった。 

 

 

 

全道大会の結果は道協会のHPをご覧ください。 


